
 

超⾼齢化社会を救う、⼈に優しい“着る”ロボット 

AssistMotion株式会社 

“もう一度自分の足で歩きたい“ この想いに応えるために！ 

 

信州大学繊維学部で開発を進めて

きた生活動作支援ロボティックウ

ェア curara®は、３つの大きな特徴

を持ち、優れた装着感で人をやさし

くアシストします。 

   

 

Ｎｏ．１ 

かながわビジネスオーディション 2019 

様々な場面での活用

が期待できます 



事業ビジョン・コンセプト  

代表者の母は 89歳で介護施設で生活しているが、現在では介護士の支援無しには歩くことがで

きず、車椅子に頼るしかない状況であり、会うたびに「前のように自分の足で歩ければなあ！」と

訴えられる。こうした思いを持つ人は、高齢化の一層の深化のなかで、ますます増える状況にある。

人に優しいロボット技術を社会に普及させ事業展開をすることにより、すべての人々が自分の足で

歩き、健康に生活できる社会を実現することを目的として発足した信州大学発のベンチャーであ

る。 

事業概要  

① 製品・商品・サービスの概要 

自然な歩行ができる“着る”感覚のロボティックウェア「curara®」は、下肢の各関節（左右の

股関節/膝関節）に取り付けられたモータが関節の動きを助ける生活動作支援ロボットです。全国

で唯一の繊維学部でなければ実現できないウェアラブルロボット技術が随所に盛り込まれており、

従来のロボットでは不可能な人に優しい支援を可能にしています。 

② 顧客セグメント・市場特性 

リハビリテーション施設・介護系を対象とする。病院系では、国公立系中核病院や大学病院、リ

ハビリテーションセンターを中心に展開していく。介護系では、施設と在宅に分けて考えているが、

リハビリテーション系にサービス展開している「介護老人保健施設」や「通所介護リハビリテーシ

ョンセンター」からサービスインをはかり、ケアハウスや老人ホームに拡大させていく。 

③ 提供する価値 

「もう一度自分の足で歩きたい」という想いを持つ、高齢者や歩行能力が低下した方に、ふらつ

きのない安定した歩行を提供する。機械的な動きではない自然な歩行訓練が可能。体に装着する際

の着脱が容易で軽量、拘束感のストレスが少ない。 

④ 特長（新規性・独創性、市場性・将来性、実現可能性、社会・経済への貢献性） 

特許技術となる同調制御法、非外骨格型構造、相互作用トルク検出法といった他にはない３つの

大きな特長を持ち、自然な歩行で訓練をすることが可能な人にやさしい“着る”ロボット。 

高齢化と共に患者は増加する一方で、治療法やケアの進歩により死亡率は減少している。起立・

歩行障害により座位・臥位時間が長くなると、下肢の廃用性萎縮・筋力低下が進み、寝たきりなど

の要介護状態となる。このためリハビリテーションによる身体活動は、病状の維持・回復に極めて

重要である。歩行を補助するロボットスーツの需要は、これからどんどん加速すると考えられる。 

神奈川県さがみロボット産業特区で進められている、生活支援ロボットの実用化や普及の促進に

貢献し、高齢化社会における介護負担の軽減や、もう一度歩きたいという想いを抱える方々のニー

ズに応える。 

今後の課題と対策  

現状は従業員が 3名であり、社内管理体制が未構築であるため内部体制の構築と、量産化へ向け

ての体制の確立を進める必要がある。また製品は開発段階に留まっており、販売実績が無いため、

資金調達の必要性がある。 
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